
令和５年度定時評議員会 

日時：令和５年５月３１日（水）１４時３０分～ 

場所：大分県教育会館 多目的ホール 

 

出 席 者  行村 豊喜  河野 義樹   竹丸由香里  五所 睦雄  結城 順史 

（４９名）  髙橋 伸介  軸丸 秀樹  今村 泰三  奥村 正二  大塚 正士 

島村 浩信  姫野 雅道  大平 雅哉  佐藤 公隆  米津 康広 

水之江 浩  波津久郁生  矢田 哲司  森  留雄  大石 祥一 

升巴 正博  安部 定文  佐藤慎二郎  安藤 和宏  原  勇人 

三宅 文子  三澤 博文  宮本 達美  戸髙 元貴  吉田 友春 

矢津田博明  渡邉真由美  得丸  清  髙橋 和孝  千鳥 安雄 

八坂 一範  東  海斗  楢原 靖昭  藤原 直也  川辺宏一郎 

川野 明寿  植田 克己  後藤 方彦  衛藤  朗  角田 茂樹 

清原 俊樹  小島 安国  村田 浩一  志賀 一哉 

 

欠 席 者  堤  聖一  石川 義隆  安東 英児  髙野 初雄  山田 昌信 

（１８名）  髙山英一郎  藤本  学  大田 和代  髙柳 優子  伊藤  進 

       園田 隆洋  鵜崎 清貴  秋吉 常博  久保 芳久  佐藤 寿幸 

園田 啓助  北﨑  匡  塚崎 一孝 

 

議事録作成者 専務理事 佐保宏二 

 

資格確認 押田総務部長が出席者４９名で、定数の過半数の出席であることから、本会定款

第２２条により本会が成立することを報告した。 

 

１ 開会のことば 

  押田総務部長が開会のあいさつを述べた。 

 

２ あいさつ 

  佐保専務理事があいさつを述べた。以下あいさつ文。 

 

専務理事の佐保でございます。本来であれば麻生会長が御挨拶申し上げるところですが、

所用により出席が叶いませんので、代わりまして一言御挨拶を申し上げます。 

本日、評議員の皆様には、御多用な中、定時評議員会に御出席いただき、感謝申し上げま

す。また、平素から、本会の諸事業の推進並びに本県のスポーツ振興に格別の御支援・御協

力を賜り、厚くお礼を申し上げます。 

さて、令和５年度になって早くも２ヶ月が経とうとしております。新型コロナも、５月８

日から５類に移行し、日常のスポーツ活動はもとより、各種大会も、ほぼコロナ前と同じ状

況で開催されております。 

こうした中、今週末には、第７１回大分県高等学校総合体育大会が開催されます。高校生

の熱い戦いが期待されますし、その力を九州大会やインターハイ、そして鹿児島国体で大い

に発揮してほしいと願っているところでございます。 

また、第４３回九州ブロック大会につきましては、５月２８日に犬飼リバーパークで開催

された、カヌー競技スラローム・ワイルドウォーターを皮切りに、いよいよスタートいたし

ました。８年ぶりの地元開催ということで、各競技団体の皆様には大変御苦労をおかけいた

しますが、安心・安全な大会運営に何卒お力添えをお願いいたします。 



その他、本会では、本年度も「スポーツ少年団」や「総合型地域スポーツクラブ」の活動

の充実など、幅広い世代を対象としたスポーツ振興にも取り組んで参りますので、こちらに

つきましても、引き続き、御支援と御協力をお願いします。 

本日は、令和４年度事業報告及び収支決算について御審議いただくこととなっておりま

す。限られた時間ではございますが、皆様方には十分な御審議をいただきますようお願い申

し上げ、挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

３ 議長選出 

  本会評議員会規程第３条「評議員会の議長は、その評議員会において、出席した評議員 

互選により選任する。」に従い、押田総務部長が議場へ諮ったところ、事務局に一任する 

との声が挙がった。そのため事務局案を宮成事務局長が以下のとおり提案し、全会一致で 

承認された。 

 

大分市スポーツ協会事務局員 八坂 一範 氏 

 

  評議員会議事録の署名については、本会定款第２３条第２項に「議長は議事録に記名押 

印する」と明記されている旨を伝えた。 

 

《八坂氏よりあいさつをいただいた》 

 

 《以下、八坂議長による進行》 

 

４ 報告事項 

以下の報告事項について、宮成事務局長より説明がなされた。 

 

（１）令和５年・６年度代表理事・業務執行理事について 

（２）令和５年・６年度各専門委員会委員について 

（３）令和５年度事業報告（令和５年４月１日～５月２６日） 

（４）第４３回九州ブロック大会夏季大会成績について 

（５）各種大会成績について 

 

【（１）令和５年・６年度代表理事・業務執行理事について】 

レジュメの３ページ、４ページを御覧ください。今年度は、役員の改選期で、新たな役員

につきましては、５月１７日に開催された臨時評議員会で御承認いただいたところでござ

います。その後に開催された、第１回理事会において、令和５年・６年度の会長、副会長、

専務理事、常務理事が承認されましたので、御報告いたします。 

 

会 長  麻生 益直（八鹿酒造株式会社代表取締役社長） 

副会長  岡本天津男（県教育長） 

副会長  栗田 泰司（日本製鉄株式会社九州製鉄所執行役員副所長（大分地区代表）） 

副会長  相馬 尊重（由布市長） 

専務理事 佐保 宏二（県教育庁体育保健課長） 

常務理事 宮成 康蔵（県スポーツ協会事務局長） 

 

以上でございます。 

次に、代表理事・業務執行理事でございますが、定款第２４条３項には、「会長及び副会

長の内の１名以内を代表理事とし、専務理事及び常務理事を法人法上の業務執行理事とす



る。」とありますことから、代表理事には、麻生益直会長と岡本天津男副会長を、業務執行

理事には、佐保宏二専務理事と宮成康蔵常務理事が選任されました。 

なお、麻生会長の委嘱により、名誉会長を広瀬勝貞氏、参与を杉本健一県ゴルフ協会会長

に継続いただくことになったことも御報告いたします。 

 

《八坂議長が、上記の件について議場に質疑を求めた》 

 

《質疑無し》 

 

【（２）令和５年・６年度各専門委員会委員について】 

レジュメ５ページをお開きください。報告事項（２）各専門委員会委員について御報告い

たします。 

本会定款第４０条に、各専門委員会には、委員長を置き、会長が委嘱するとございます。 

まず、５ページの財務委員会でございます。財務委員会は、公益目的事業を達成するため

に必要な資金を調達することを目的とした委員会でございます。本会麻生会長から、新たな

委員長として、本会副会長の、栗田泰司日本製鉄株式会社九州製鉄所執行役員副所長（大分

地区代表）が、併せて記載の委員１５名も委嘱されました。御覧の通り、経済団体や各種団

体の会長などに御就任いただいております。詳細については後刻御覧ください。 

次に６ページを御覧ください。県の代表となる優秀選手の育成等を目的とした競技力向

上委員会でございます。本会麻生会長から、委員長として、本会副会長の、岡本天津男県教

育長が、併せて記載の委員２６名も委嘱されました。委員には、「本会役員から指定された

委員」、「委員長が指定した指定委員」、「競技団体を代表した委員」、「強化校に指定されてい

る高等学校からの委員」、また「強化企業及び団体を代表しての委員」となっております。

詳細については御覧ください。 

レジュメ７ページをお開きください。スポーツ医科学委員会でございます。スポーツ医科

学委員会は、エビデンスを活用し、県民スポーツの振興・競技力向上に寄与することを目的

とした委員会でございます。本会麻生会長から、委員長として、本会理事の大場俊二大分県

スポーツドクター協議会会長が、併せて記載の委員８名も委嘱されました。委員には、医療

職能団体やスポーツ医科学関係団体等の会長や副会長、理事の方々に御就任いただいてお

ります。詳細については後刻御覧ください。 

レジュメ８ページを御覧ください。大分県スポーツ少年団役員でございます。スポーツ少

年団委員総会で推挙された記載の皆様について、本会麻生会長から、本部長及び副本部長を

委嘱いたしました。本部長は、牧和志本会理事を、副本部長は、久々宮克也佐伯市教育委員

会教育部長、学識経験者として、竹内進県スポーツ少年団指導者協議会会長、村田潤大分市

企画部次長兼スポーツ振興課長、吉野賢一郎県教育庁体育保健課体育･スポーツ振興監、和

田秀幸県小学校体育研究会会長の大分市立桃園小学校校長でございます。常任委員につき

ましては、牧本部長が委嘱した１３名を記載しております。詳細については御覧ください。 

各専門委員会委員については以上でございます。 

 

《八坂議長が、上記の件について議場に質疑を求めた》 

 

《質疑無し》 

 

【（３）令和５年度事業報告（令和５年４月１日～５月２６日）】 

レジュメ９ページ、１０ページを御覧ください。令和５年度の４月１日～５月２６日まで

に実施した事業報告をいたします。 

Ｎｏ.１、４月１２日に第１回九州地区スポーツ協会連絡協議会を開催しました。九州８



県の持ち回り開催でございますが、今年度は本県開催でございました。Ｎｏ.２、４月１４

日に本会加盟団体の加盟競技団体事務局長会議を、Ｎｏ.３、４月１８日に「令和５年度強

化指定委嘱状交付式」を開催いたしました。 

スポーツ少年団関係事業については、Ｎｏ.５の九州ブロックスポーツ少年団連絡協議会

をはじめ、Ｎｏ.７、１０、１１、１３、１８、１９に記載の通りでございます。 

次にＮｏ.１６、５月１７日に臨時評議委員会を、Ｎｏ.１７、同日に第１回理事会を開催

いたしました。 

レジュメ１０ページ下段のＮｏ.２０、２１には、総合型地域スポーツクラブ関係事業を

記載しております。 

その他の事業については、後刻御確認ください。以上でございます。 

 

《八坂議長が、上記の件について議場に質疑を求めた》 

 

《質疑無し》 

 

【（４）第４３回九州ブロック大会夏季大会成績について】 

レジュメの１１ページをお開きください。５月２８日に、特別国民体育大会の九州予選と

なる、第４３回九州ブロック大会夏季大会のカヌー競技スラローム・ワイルドウォーターが、

本県豊後大野市で実施されました。本県からは、成年男子・成年女子に計５名が出場し、成

年男子スラロームＫ－１の河津選手が第２位で代表権獲得、また、成年女子スラロームＫ－

１の越智選手が、第１位で代表権を獲得し、１０月に開催されます鹿児島特別国民体育大会

への出場権を得ました。 

その他の成績については、記載のとおりでございます。 

 

《八坂議長が、上記の件について議場に質疑を求めた》 

 

《質疑無し》 

 

【（５）各種大会成績について】 

次に、（５）各種大会成績について説明いたします。 

１２ページから１４ページにかけては、３月１１日から５月２１日の間、本県関係者の全

国大会と国際大会ベスト８以上について報告するものです。なお対象は中高生及び社会人

となっています。本日は、優勝した選手について御紹介いたします。 

１２ページ上段、水泳の第９９回日本選手権水泳競技大会で、ＴＯＹＯＴＡ所属の渡辺一

平選手が、男子１００ｍと２００ｍ平泳ぎにおきまして優勝いたしました。なお、同大会で

２種目優勝は、渡辺選手にとっても初の快挙となります。また、その後も、ヨーロッパグラ

ンプリのカネ大会、バルセロナ大会、モナコ大会において、いずれも２００ｍ平泳ぎで優勝

する快挙を成し遂げています。 

次に１３ページをお開きください。上段のウエイトリフティング、第１９回全日本学生ウ

エイトリフティング選抜大会において、九州国際大学所属の麻生樹選手が、男子１０９ｋｇ

級で優勝、同じくウエイトリフティング、第８３回全日本選手権大会で、株式会社ビックサ

ン所属の、野中雅浩選手が優勝しました。野中選手は高校、大学でも日本一に輝いており、

今回は社会人として初優勝でございます。これで高校、大学、社会人と各世代の日本一を全

て獲得する快挙でございました。 

１４ページ上段、柔道でございます。第３８回皇后盃全日本女子柔道選手権大会で、ＡＬ

ＳＯＫ所属の梅木真美選手が、優勝しました。梅木選手はこれまで体重別選手権での優勝は

ございましたが、今回は体重無差別で争う大会での初優勝となりました。 



次にライフル射撃、第４９回全日本ライフル射撃競技選手権大会において、大分市役所所

属の礒部直樹選手が、男子３姿勢６０発と、男子伏射６０発で優勝、また全日本ライフル射

撃競技選手権大会において、明治大学所属の野畑美咲選手が、女子１０ｍエアライフル６０

発、混合１０ｍエアライフル２４発で優勝いたしました。 

その他の成績につきましては、後刻御覧ください。各種大会の成績につきましては以上で

ございます。 

 

《八坂議長が、上記の件について議場に質疑を求めた》 

 

《質疑無し》 

 

５ 議事 

以下の議案について宮成事務局長より、説明がなされた。 

 

議案１ 令和４年度事業報告及び収支決算について 

議案２ 役員等推薦委員会委員について 

 

【議案１ 令和４年度事業報告及び収支決算について】 

レジュメ１５ページを御覧ください。 

この事業報告及び収支決算については、定款第１１条で、「この法人の事業報告及び決算

については、毎事業年度終了後２箇月以内に、監事の監査を受け、理事会の承認を経て定時

評議員会に提出し、書類についてはその内容を報告し、承認を受けなければならない」と定

められています。 

ただ今から説明する、令和４年度事業報告（案）及び収支決算（案）については、監事の

監査を受け、第１回理事会において承認を得ていることを、まずは御報告いたします。 

それでは、レジュメ１５ページから２５ページの事業報告から、説明いたします。報告に

つきましては、内容が多いため抜粋して報告させていだきます。 

レジュメ１５ぺージの上段、理事会・評議員会でございます。令和４年度は、定款に定め

られています評議員選定委員会、役員等推薦委員会、臨時評議員会、定例の理事会、定時評

議員会等を、資料記載の日程により開催し、本会の役員の変更や運営に関わる事項を御審議

いただきました。また表彰制度の見直しに関する検討委員会も実施いたしました。 

次に１６ページ記載の、３の国民体育大会及び九州ブロック大会関係でございます。まず

①の九州ブロック大会は、熊本県を主会場に開催されました。本県選手団は３２競技に７２

３名の選手監督が出場し、５１の代表権を獲得いたしました。 

次に②国民体育大会です。番号２６、第７７回国民体育大会は、栃木県で開催され、本部

役員２０名、監督選手４３９名が出場いたしました。結果は目標であった天皇杯得点１００

０点に、あと１１点及ばず９８９点でございましたが、過去１０大会では最高得点を獲得す

ることができました。本当にありがとうございました。 

 １７ページをお開きください。番号３５、第７７回国民体育大会代表団反省会兼チーム大

分国体監督研修会を実施いたしました。反省会では国体結果の分析を、各強化責任者と情報

共有いたしました。研修会では著名なメンタルコーチである株式会社コラゾンの荒木香織

氏にご講演いただき指導者の資質向上を図りました。 

１７ページ下段には、本会関係専門委員会であります競技向上関係を記載しております。

番号４１、令和４年度競技力向上委員会を開催し令和５年度基本方針等を協議しました。 

１８ページを御覧ください。スポーツ医科学関係でございます。番号４２から１９ペー

ジの番号６１に記載の通り、医科学を活用した競技力の向上に向けて、各種事業に取り組

みました。併せて、１９ページの番号６２から２０ページ番号７３まで、スポーツ医科学



研修講座を年間１２回開催いたしました。 

２０ページ、番号７４から２２ページ番号１０６までは、スポーツ少年団関係でございま

す。資料記載のとおり大変多くの諸会議、研修会、大会等を実施いたしました。 

 中でも、番号１０４、第５４回スポーツ少年団九州ブロックスポーツ少年大会を本県で開

催いたしました。３年ぶりの開催となり、九州各県スポーツ少年団員４４名が参加し、スポ

ーツ体験を通して交流を図りました。引き続き、スポ－ツ少年団関係事業は、関係機関と連

携して活性化に繋がる取組を続けたいと考えております。 

２２ページ下段の、番号１０７から２３ページ番号１２０までは、総合型地域スポーツク

ラブ連絡協議会関係でございます。２３ページ番号１１６、１２月に大分県総合型地域スポ

ーツクラブ連絡協議会を設立し総会を開催いたしました。この協議会は、第２期スポーツ基

本計画に基づき、総合型地域スポーツクラブの登録認証制度を扱い、活動・運営実態、ガバ

ナンス等についての在り方を示していく協議会でございます。 

２４ページ、番号１２２、令和４年度ガバナンス研修会を開催し、加盟団体関係者７０名

出席のもと、追手門学院大学の上田滋夢教授にスポーツにおけるガバナンスについて御講

演いただきました。 

番号１２４、１２５は、日本スポーツ協会委託業務の公認スポーツ指導者資格更新研修と

なる大分県スポーツ指導者研修会を開催しました。 

その他、表彰関係、広報事業等につきましては、後刻御覧ください。事業報告は以上でご

ざいます。 

次に、令和４年度収支決算につきまして御説明いたします。２６ページから４０ページが

収支決算資料でございますが、かなりの量になりますので、２６ページに挟んでおりますＡ

３縦の資料により御説明させていただきます。 

まず、本会の会計は、大分県スポーツ振興事業、スポーツ少年団事業、スポーツ普及・表

彰事業の３つの事業からなる公益法人会計と、事務局運営に係る法人会計の合計４つに分

かれておりますが、全ての会計をこの概要版でまとめております。表の左側に、行数を記し

ております。表の見方は、２行目、経常収益がいわゆる収入の部です。４３行目、経常費用

からが支出の部、収支の差額が７０行目の当期経常増減額計であります。また、一番下の７

６行目、ローマ数字Ⅲの正味財産期末残高は、本会の財産残高を示しています。 

それでは、前年度の決算額に対して増減が大きいものなど、主な項目について説明いた

します。 

まず、経常収益です。１２行目、総合型地域スポーツクラブ登録料ですが、決算額は１２

万円でございます。これは、昨年度スタートした登録制度に伴う増でございます。１５行目、

受取負担金でございますが、決算額は１７３万４千９００円で、前年度比１０５万２千３０

０円の増でございます。前年度は、コロナウイルス感染症拡大に伴う事業中止等がございま

したが、令和４年度は、計画した収益事業が実施できたことによる増額でござます。２４行

目、受取補助金等でございますが、決算額は２億６千６１２万６９３２円で、前年度比１億

４千６０７万８８７８円の増でございます。これは国民体育大会が３年ぶりに開催された

ことによる受取補助金の増額によるものです。特に、２７行目の国民体育大会参加費、２８

行目の国民体育大会ＰＣＲ検査費の増額によるものでございます。３５行目、指定正味財産

からの振替額ですが、決算額は９７万８千３８３円でございました。これは、国民体育大会

優勝者を対象とした工藤秀明奨励賞の開催に伴うものでございます。４２行目、経常収益計

は２億９千９５４万５千５７２円となり、前年度比１億４千８２７万５１１円の増でござ

いました。 

次に、経常費用でございます。まず、４４行目の大分県スポーツ振興事業です。決算額２

億５千２１５万９千１０３円で、前年度比１億４千２８７万１千７９１円の増でございま

す。これは先ほど説明した国民体育大会開催に伴う費用増によるものです。４９行目、大分

県スポーツ少年団事業の決算額は、６５４万４千１９２円で、前年度比３９７万２千５９９



万円の増でございます。令和４年度はコロナウイルス感染症による事業中止や縮小がなく、

事業実施に伴う増でございます。５５行目、大分県スポーツ普及・表彰事業の決算額は、４

９０万８千４７６円で前年度比３１８万３千５３７円の増でございます。これは５６行目

の日本スポーツ協会委託事業費、６０行目の表彰費の増によるものでございます。６３行目、

法人会計管理費の決算額は、６８６万５８９円で、前年度比２１万１千３０２円の増でござ

います。６４行目、経常費用計の決算額は２億９千９９１万３千３６２円となり、前年度比

１億５千２１７万５千１９０円の増となりました。 

次に、７０行目、当期経常増減額計でございますが、３６万７千７９０円の赤字でござい

ます。これは令和３年度までの間、新型コロナウイルス等の影響により、各種大会の中止、

リモート会議による旅費交通費の減、等で支出が減ったこともあり、余剰金が発生しており

ました。公益法人は、収支相償を行う必要があることから、赤字での決算となったことによ

るものでございます。 

最後に７６行目、ローマ数字Ⅲの正味財産期末残高は、４千３３４万２千４３３円でござ

います。なお、本評議員会の承認が必要となる、貸借対照表、正味財産増減計算書、財産目

録、財務諸表に関する注記、附属明細書、貸借対照表内訳表、正味財産増減計算書内訳表、

財産目録内訳表については、２７ページから４０ページにお示しをしております。後刻御覧

ください。 

最後に、監査報告については、４１ページを御覧ください。本日、監事は出席しておりま

せんので、この誌面をもって、監査報告とさせていただきます。 

令和４年度事業報告（案）及び収支決算（案）の説明は以上でございます。御審議宜し

くお願いいたします。 

 

《八坂議長が、上記の件について議場に質疑を求めた》 

 

《質疑無し》 

 

《八坂議長が、上記の件について承認を議場に諮った》 

 

《全会一致で承認された》 

 

【議案２ 役員等推薦委員会委員について】 

それでは、役員等推薦委員会委員について説明いたします。 

レジュメ４２ペ－ジを御覧ください。まず、下段記載の本会の役員等推薦委員会規則を御

覧ください。第３条「推薦委員会は、会長を除く、副会長１名、専務理事１名、常務理事１

名、監事１名、評議員５名の９名により構成する。」第３条２項「推薦委員会の委員長は、

副会長が就任する。」とございます。 

本年度は評議員、役員とも改選期ですので、副会長から委員長１名、監事から１名、評議

員から５名の委員を選任する必要がございます。なお、専務理事と常務理事につきましては、

第１回理事会において既に承認されています、佐保宏二専務理事と宮成康蔵常務理事を新

たな役員等推薦委員会委員として明記しております。以上でございます。 

 

 《八坂議長が、上記のことについて、事務局案を求めた》 

 

 《以下、宮成事務局長より、事務局案の提案がなされた》 

 

それでは事務局案を提案させていただきます。既に就任が決まっています、専務理事、常

務理事区分も含め、案の名簿の読み上げをもちまして、提案とさせていただきます。 



 

副会長区分、岡本天津男（県教育長） 

専務理事区分、佐保 宏二（県教育庁体育保健課長） 

常務理事区分、宮成 康蔵（県スポーツ協会事務局長） 

監事区分、穴井 哲也（税理士） 

 

続いて評議員区分です。 

 

大石 祥一（大分県フェンシング協会副会長） 

米津 康広（県軟式野球連盟副理事長兼事務局長） 

今村 泰三（県バスケットボール協会専務理事） 

伊東 進（県ゴルフ協会総務部長） 

八坂 一範（大分市スポーツ協会事務局員） 

 

評議員区分についてですが、令和元年度の評議委員会において決定した、「競技団体ロー

テーション表により委員を推薦するもの。」としております。今回のロ－テ－ションは、Ａ

区分が軟式野球、Ｂ区分がバスケットボール、Ｃ区分がゴルフ、Ｅ区分がフェンシングとな

っていることを申し添えます。残り評議員区分１枠につきましては、地域スポ－ツ団体より、

会議開催時の参集等を考慮し、これまで同様、大分市スポーツ協会の評議員を選出すること

を御提案いたします。御審議の程、よろしくお願いします。 

 

《八坂議長が、上記のことについて議場に質疑を求めた》 

 

《質疑無し》 

 

《八坂議長が、上記のことについて承認を議場に諮った》 

 

《全会一致で承認された》 

 

６ 閉会のことば 

  押田総務部長が閉会のことばを述べた。 

 

 

令和５年５月３１日 

 

 

議長 八坂 一範 

 

 

 


